
　社会資本総合整備計画 社会資本整備総合交付金             令和08年04月01日

計画の名称 横須賀市みどりの保全及び創出事業（第４期）

計画の期間   令和０８年度 ～   令和１２年度 (5年間) 重点配分対象の該当 〇

交付対象 横須賀市

計画の目標 近年、多様な生物が生息・生育・繁殖することができる豊かな自然環境を再生し、保全することの重要性が高まっているとともに、さらにその自然環境やみどりを活用し、人々が快適で豊かに生活できる都市づくりが求められています。

本整備計画では「横須賀市みどりの基本計画」の基本理念である「人と自然が共生し『みどりに親しめるまち横須賀』を育み、未来へ引き継ぐ」を実現するため、本計画を改定し、グリーンインフラを推進し都市緑地の機能を高めるとともに、

まとまりのある「みどり」を保全し、生物多様性の向上を図ります。

なお、緑地保全にあたっては、近郊緑地特別保全地区などの都市林において、これまでの凍結的な保全により荒廃が進んだ樹林地を本来あるべき姿とするため、機能維持増進を進めるべく緑地整備計画を策定し整備事業に取り組みます。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）                 181  Ａ                 181  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

R8 R10 R12

   1 首都圏近郊緑地特別保全地区等における建築行為等の不許可による土地の買入を実施する。【63.6%（R7末）⇒65.6%（R12末）】

近郊緑地特別保全地区等における建築行為等の不許可による土地の買入を集計する。 64% 65% 66%

買入面積÷近郊緑地特別保全地区面積×100（2地区：244ha）

   2 首都圏近郊緑地特別保全地区内の整備事業を進めることで、温室効果ガス吸収機能を高めるなどの機能維持増進にも努めていく。【固定吸収が期待される二酸化炭素増加量0%（R7末）⇒100%（R12末）】

緑地整備を行った箇所面積を計測し、固定吸収が期待される二酸化炭素増加量を求める。 0% 50% 100%

緑地整備により固定・吸収される二酸化炭素増加量／対象箇所全体の緑地整備により固定・吸収される二酸化炭素増加量×100（年間341kg増加）

   3 新たに策定するみどりの基本計画の計画対象面積を増加させる。【0%（R7末）⇒100%（R12末）】

新たに策定するみどりの基本計画の計画対象面積を増加させる。 0% 100% 100%

新計画策定対象面積÷横須賀市の面積×100

   4 特別保全地区指定計画地における買入れを行った面積の割合を増加させる。【0%（R7末）⇒100%（R12末）】

特別保全地区指定計画地における買入面積を集計する。 0% 100% 100%

買入面積÷買入対象面積×100（1地区：3.0ha）

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

1 案件番号： 0000707648



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R08 R09 R10 R11 R12 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市公園・緑地等事

業

A12-001 公園 一般 横須賀市 直接 横須賀市 － － 横須賀市公園事業特定計

画調査

横須賀市みどりの基本計画策

定

横須賀市  ■  ■          15 －

A12-002 公園 一般 横須賀市 直接 横須賀市 － － 横須賀市緑地保全等事業 土地の買入（1地区3.0ha） 横須賀市  ■          53 －

A12-003 公園 一般 横須賀市 直接 横須賀市 － － 横須賀市緑地保全等事業 土地の買入等（2地区4.9ha）

、樹木の択伐、危険木の伐採

横須賀市  ■  ■  ■  ■  ■         113 －

 小計         181

合計         181

1 案件番号： 0000707648


